
第18回定時株主総会招集ご通知に
際してのインターネット開示事項

第18期
［2018年４月１日から2019年３月31日まで］

 　　　・連結計算書類の連結注記表

　　　 ・計算書類の個別注記表

株式会社ユビキタスAIコーポレーション

 会計監査人及び監査役の監査を受けた本開示書類は、法令及び当社

 定款第13条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト

 （https://www.ubiquitous-ai.com/ir/)に掲載することにより、

 株主の皆様にご提供するものであります。

表紙



【連結注記表】

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

①　連結子会社の状況

・連結子会社の数　　　　　　　１社

・主要な連結子会社の名称　　　株式会社エイム

②　非連結子会社の状況

該当事項はありません。

(2) 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

(3) 連結の範囲及び持分法の適用の範囲の変更に関する注記

①　連結の範囲の変更

連結子会社である株式会社エーアイコーポレーションは、2018年７月１日に当社を存続会社とする吸収合

併により消滅したため連結の範囲から除外しております。

②　持分法の適用の範囲の変更

該当事項はありません。

(4) 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結会計年度末日と一致しております。

(5) 会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

・その他有価証券

時価のあるもの　　　　連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの　　　　移動平均法による原価法

・たな卸資産

仕掛品　　　　　　　　個別法による原価法（連結貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方

法により算定）

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

・有形固定資産

主に定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物　　　５～10年

工具、器具及び備品　１～６年

・無形固定資産

市場販売目的のソフトウェア

見積販売金額を基準として販売金額に応じた割合に基づく償却額と販売可能期

間（３年）に基づく定額償却額のいずれか多い金額をもって償却しております。

自社利用のソフトウェア

社内における利用可能期間（３年）に基づく定額法によっております。

のれん

５年間にわたる均等償却を行っております。

③　退職給付に係る負債の計上基準

従業員の退職給付に備えるため、連結会計年度末日における退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。

④　その他連結計算書類の作成のための重要な事項

・収益及び費用の計上基準

ソフトウェア受託開発売上高及び売上原価の計上基準

連結会計年度末日までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約については工事進行基準を、そ

の他の契約については工事完成基準を適用しております。なお、工事進行基準を適用する契約の連結会計

年度末日における進捗度の見積りは、原価比例法によっております。

・消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

・連結納税制度の適用

当連結会計年度より、連結納税制度を適用しております。
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２．表示方法の変更に関する注記

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当連結会

計年度から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

３．連結貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額 72,898千円

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記

当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

① 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株 式 の 種 類
当 連 結 会 計 年 度
期 首 の 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
末 の 株 式 数

普 通 株 式 10,426,000株 31,000株 －株 10,457,000株

（注）普通株式の発行済株式総数の増加31,000株は、新株予約権の権利行使による新株の発行によるもの
です。

② 当連結会計年度末日における新株予約権に関する事項

取 締 役 会 決 議 日 2012年６月１日

目的となる株式の種類 普通株式

目的となる株式の数 2,000株

新 株 予 約 権 の 残 高 20個

５.金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金運用については安全性の高い金融資産で運用し、必要に応じて短期的な運転資金を

銀行借入により調達する方針です。また、デリバティブは利用しておらず、投機的な取引は行いません。

②金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクにさらされており、外貨建の営業債権は、為替リスクにさら

されております。

　有価証券は、合同運用金銭信託及び売掛債権信託受益権であり、投資有価証券は、取引先企業との業務又

は資本提携等に関連する株式であり、それぞれ発行体の信用リスク及び価格の変動リスクにさらされており

ます。

　差入保証金は、本社等の賃借に関するもので、貸主の信用リスクにさらされております。

　営業債務である買掛金は、１年以内の支払期日です。また、未払金、未払法人税等、未払消費税等につい

ても、１年以内の支払期日です。

　買掛金や未払金、未払法人税等、未払消費税等は、流動性リスクにさらされております。

③金融商品に係るリスク管理体制

・信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、受注管理規程に従い、営業債権について取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うと

ともに、信用状況を把握しております。

　差入保証金については、信用リスクは僅少であると認識しております。

・市場リスク（価格の変動リスク）の管理

　当社グループは、有価証券及び投資有価証券について、定期的に発行体から財務状況、信用状況等を把

握し、保有状況を継続的に見直しております。また、外貨建の債権については、その金額が僅少であるた

めヘッジ等は行っておりません。

・資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

　当社グループは、月次に資金繰計画を作成するとともに、手許流動性の維持により流動性リスクを管理

しております。

④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額

が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採

用することにより、当該価額が変動することがあります。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

　2019年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。

連結貸借対照表計上額

（千円）

時価

（千円）

差額

（千円）

① 現金及び預金 1,159,343 1,159,343 －

② 受取手形及び売掛金 675,708 675,708 －

③ 有価証券 400,000 400,000 －

④ 投資有価証券

その他有価証券 103,751 103,751 －

⑤ 差入保証金 53,551 53,551 －

資産計 2,392,355 2,392,355 －

① 買掛金 153,604 153,604 －

② 未払金 59,275 59,275 －

③ 未払法人税等 30,000 61,138 －

④ 未払消費税等 19,133 19,133 －

負債計 262,014 262,014 －

（注）１.　金融商品の時価の算定方法

資　産

①現金及び預金　②受取手形及び売掛金　③有価証券

　これらは、おおよそ短期で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該

帳簿価額によっております。

④投資有価証券

　これらは、取引所の価格によっております。

⑤差入保証金

　これらは、信用リスクが僅少であると認識しており、期間に基づく区分ごとに想定される無

リスク金利で割引いた現在価値を算定しております。

負　債

①買掛金　②未払金　③未払法人税等　④未払消費税等

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

２.　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

連結貸借対照表計上額

（千円）

　投資有価証券 7,419

　これらは、非上場株式であり、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もること

などができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため､「④投資有価証券（その他有

価証券）」には含めておりません。

３.　金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

１年以内

 (千円）

１年超
５年以内
 (千円）

５年超
10年以内
 (千円）

10年超

 (千円）

現金及び預金 1,159,343 － － －

受取手形及び売掛金 675,708 － － －

有価証券 400,000 － － －

合計 2,235,052 － － －

６.１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 261円55銭

(2) １株当たり当期純利益 6円12銭
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【個別注記表】

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

事業年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）を採用しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

仕掛品

個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によってお

ります。

(3) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産

主に定額法を採用しております。耐用年数は建物５年、工具、器具及び備品３年です。

無形固定資産

市場販売目的のソフトウェアについては、見積販売金額を基準として販売金額に応じた割合に基づく償却

額と販売可能期間（３年）に基づく定額償却額のいずれか多い金額をもって償却しております。

社内利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（３年）に基づく定額法により償却して

おります。

のれん

５年間にわたる均等償却を行っております。

(4) 引当金の計上基準

退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、事業年度末日における退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。

(5) 収益及び費用の計上基準

ソフトウェア受託開発売上高及び売上原価の計上基準

事業年度末日までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約については工事進行基準を、その他

の契約については工事完成基準を適用しております。なお、工事進行基準を適用する契約の事業年度末日

における進捗度の見積りは、原価比例法によっております。

(6) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

・消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

・連結納税制度の適用

当事業年度より、連結納税制度を適用しております。

２．表示方法の変更に関する注記

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当連結会計

年度から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。

３．貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 47,538千円

(2) 関係会社に対する金銭債権、債務

短期金銭債権

短期金銭債務

33,866

1,686

千円

千円

４．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

営業取引による取引高 7,077千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

普通株式 45株
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６．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

投資有価証券評価損 20,038千円

商品評価損 9,927

未払事業税 118

退職給付引当金 12,582

減価償却費 18,219

資産除去債務 8,698

繰越欠損金 366,652

その他 7,428

繰延税金資産小計 443,664

評価性引当額 △365,973

繰延税金資産合計 77,690

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △15,718

繰延税金負債合計 △15,718

繰延税金資産の純額 61,971

７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 286円80銭

(2) １株当たり当期純利益 20円53銭

８．企業結合等に関する注記

　当社は、当社の完全子会社である株式会社エーアイコーポレーションを2018年７月１日付で吸収合併いたしま

した。

①取引の概要

・結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合企業の名称　株式会社ユビキタス（吸収合併存続会社）

事業の内容　　　組込みソフトウェアの開発及び販売

結合企業の名称　株式会社エーアイコーポレーション（吸収合併消滅会社）

事業の内容等　　海外ソフトウェアの輸入販売及びテクニカルサポート・カスタマイズ開発

・企業結合日

2018年７月１日

・企業結合の法的形式

当社を存続会社、株式会社エーアイコーポレーションを消滅会社とする吸収合併

・結合後企業の名称

株式会社ユビキタスAIコーポレーション

・合併の目的

　2017年４月に連結子会社化した株式会社エーアイコーポレーションとは、既に、営業活動の連携、製

品企画・開発等の事業シナジーの創出活動を進めておりますが、合併により、一体的、効率的な活動の

強化による、更なる事業シナジー創出加速と、間接費最適化による収益の拡大につなげることを主目的

としております。

・企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 494,034千円

固定資産 99,825

資産合計 593,859

流動負債 210,282

固定負債 64,429

負債合計 274,711

②実施する会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成25年９月13日）に基づき、共通支配下

の取引として会計処理を実施いたしました。
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